
水道施設更新計画 【水道管路編】
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岡崎市水道施設更新計画 【水道管路編】

効果

有事のリスクが低下

◎シナリオ１のコストとリスク
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20年概成

0

10

20

30

40

50

60

70
2

0
2

1
以

前

2
0

2
4

2
0

2
7

2
0

3
0

2
0

3
3

2
0

3
6

2
0

3
9

2
0

4
2

2
0

4
5

2
0

4
8

2
0

5
1

2
0

5
4

2
0

5
7

2
0

6
0

2
0

6
3

2
0

6
6

2
0

6
9

2
0

7
2

2
0

7
5

2
0

7
8

2
0

8
1

2
0

8
4

2
0

8
7

2
0

9
0

2
0

9
3

2
0

9
6

2
0

9
9

2
1

0
2

2
1

0
5

2
1

0
8

2
1

1
1

2
1

1
4

2
1

1
7

2
1

2
0

38.6億円/100年平均

重点施策

シナリオ1 ⽬標耐⽤年数
その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

約60年で更新

ハイリスク管
291億円

ハイリスク管
291億円

グラフの変化 ︓ 基幹管路（⻩⾊）が20年前倒しの動き

26

★100年コスト

⇒最大3,864億円

●リスク

・平時50年後

⇒現在の約0.21倍

（推定事故件数377件→78件）

・平時100年後

⇒現在の約0.20倍

（推定事故件数377件→74件）

・有事リスク

⇒高い

（ 基幹管路耐震化約60年かかる）



岡崎市水道施設更新計画 【水道管路編】

効果

平時のリスクが低下

ハイリスク管とは

2022年時点で既に⽬標耐⽤
年数を超過した事故リスクの⾼
い管のこと。

・該当管路延⻑=約411㎞

・Φ50㎜以下塩ビ管約344㎞
・Φ75㎜以上塩ビ管約67㎞）0
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ハイリスク管
291億円

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要
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30年間で計画更新

ハイリスク管

重点施策

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

グラフの変化 ︓ ハイリスク管（⽔⾊⻩緑）が30年間前倒しの動き
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岡崎市水道施設更新計画 【水道管路編】
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◎シナリオ１と比べシナリオ２は

効果

538億円のコスト縮減

※事後保全期間中は事故抑制対策を
実施し財政収支で、費用計上する。

水色・灰色：Φ50以下塩ビ管（全延長約595Km）

事後保全
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シナリオ2

33.3億円/100年平均

重点施策＋ハイリスク管＋事後保全

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

：事後保全対象（全延長約595㎞）

グラフの変化： Φ50以下の管（灰色）が事後保全により消えた

28

★コスト

⇒ 538億円下がる 削減率16％

（シナリオ１ 3,864億円→

シナリオ２ 3,326億円）

●リスク

Φ50㎜約251㎞の残塩ビ管の⽼朽進

⾏

・平時50年後⇒約5.4倍

（推定事故78件→422件）

しかしながら、現状とほぼ同水準

（現状400件→50年後422件）

・平時100年後⇒約25.4倍

（推定事故78件→1983件）

・有事リスク⇒低くなる

（基幹管路耐震化100％ 約60年→

20年に短縮）



岡崎市水道施設更新計画 【水道管路編】

◎シナリオ１と比べシナリオ３は

効果

さらに550億円のコスト
縮減
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リスク大10年前倒し
リスク小20年後ろ倒し

良質土壌の鋳鉄管
20年後ろ倒し

100年（2121年）をはみ出た2回目更新は
次の100年の予算となる
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27.8億円/100
年

AIの活用

重点施策＋ハイリスク管＋事後保全＋AI活用シナリオ３

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

その他管路（Φ75以上基幹以下）Φ50mm以下施策（基幹管路網再構築・耐震等） 2回⽬の更新需要

グラフの変化：良質土壌の20年後倒しにより２回目の更新（ピンク）が減った
リスク管の前倒し後ろ倒しにより全体が平準化された
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★コスト

⇒1,088億円削減 削減率
28％
（シナリオ１ 3,864億円

→シナリオ３ 2,776億円）

●リスク
Φ50㎜約251㎞の残塩ビ管の⽼朽進
⾏

・平時50年後⇒約5.5倍
（推定事故件数78件→432件）
しかしながら、現状とほぼ同水準
（現状400件→50年後432件）

・平時100年後⇒約26.9倍
（推定事故件数74件→1991件）

・有事⇒低くなる
（基幹管路耐震化100％ 約60年→
20年に短縮）



（お問い合わせ先）
岡崎市上下水道局 上下水道部 水道工事課
管路強靭化計画係
〒444-0823
岡崎市十王町二丁目９番地
☎（0564）-23-6342

六供配水塔（六供町）


